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 やわた市民文化事業団は、指定管理者として八幡市文化センター及び松花堂庭園・美術館

を管理運営しており、定款に掲げる市民の芸術文化の振興、八幡市の歴史や文化の継承と発

展を目指す中で、活力と創造性に満ちた潤いある地域社会づくりに寄与することを目的と

して様ざまな事業に取り組んでいます。 

 長い年月をかけて育まれてきた文化や芸術は、市民一人ひとりの感性を豊かにするとと

もに心の醸成にも繋がるものです。目まぐるしく移り変わる現代社会においてこそ、これら

を大切に守り、次世代へと引き継いでいく必要があると考えています。八幡市や八幡市文化

協会、関係団体とも連携を図りながら子どもから大人まで幅広い世代が文化に触れられる

機会の創出に努めています。こうした取り組みの市民周知として「事業団だより」を作成し、

全戸配布しているほか、ホームページやＳＮＳによる情報発信にも力を注いでいます。 

 令和 7 年度の特徴的な事業として、文化センターではテレビ等で活躍する著名人による

イベントを開催し、施設の魅力向上と利用促進を図りました。また、松花堂庭園・美術館に

おいては関西万博の開催に合わせてインバウンドを誘致するようなイベントや取り組みを

実施しました。 

 施設管理面では、両施設ともに建物・設備の管理を効率的かつ効果的に継続稼働できるよ

う定期的に保守点検を実施するとともに、日常的な安全管理の徹底に努めました。設備の状

況や改修の必要性については随時市に報告、協議し、適切に実施されるよう働きかけました。 

 法人管理においては、公益財団法人として常に効率的な運営と適正な会計処理に努めま

した。また、運営体制の充実を図るための取り組みについては、ハラスメント防止に向け、

令和６年度に制定した「ハラスメントの防止等に関する規則」の周知と、相談窓口の設置等

により、予防と対応の体制を整備しています。 

文化事業団の資金収支ベース（事業活動収支、投資活動収支を含む）の収支決算の状況で

は、収入（前期繰越収支差額を含む）は予算額３４３,６８８千円に対して３３８,６３６千

円、支出は予算額３４３,６８８千円に対して３２３,１８５千円、収支差額１５,４５１千円

となりました。 

 施設別では、文化センターは人件費を含めた管理運営経費が１５０,７４４千円、施設利

用料金収入は２８,４３８千円、総利用件数は２,５１２件でありました。松花堂庭園・美術

館では管理運営経費が１３６,９７０千円、利用料金５,８６３千円に美術館入館料１,７５４

千円を加えた収入合計は７,６１７千円、入園・入館者数が１８,８３０人でありました。 

 主催事業については、文化センターでは４０事業を実施し、事業費が５,９７８千円、入

場料等の事業収入は３,６６１千円でした。松花堂庭園・美術館では２５事業を実施し、事

業費が８,９６９千円、入場料等の事業収入は７,４２９千円でありました。 

 また、事業団の損益ベース全体（一般・指定正味財産増減、指定正味財産から一般正味財

産への振替を除く）の収支決算の状況は、収入額３２１,４１６千円、支出額３１８,９７４

千円、当期正味財産増減額は２,４４２千円となりました。（以上、千円未満切り捨て表示） 

 



２．文化センター 

 

 １９８３年（昭和５８年）に開館した文化センターは、開館当初から勤務していた職員が

すべて退職しましたが、その４０年以上にわたる知識、経験などを引き継ぎ、より親しみを

持っていただける会館を目指し、施設利用の促進、良好な管理運営並びに各種文化振興事業

の実施をいたしました。 

施設利用の促進においては、限られた休日のなかで、公的な機関などの利用調整を行い、

より効率的な貸館業務に努めました。併せて、優れた音響効果と広い舞台を備えた大ホール、

講演会や発表会など様々な催しに対応できる小ホールを、利用者に繰り返しご利用いただ

けるよう、舞台技術職員を始め各職員が一丸となって、より親切で丁寧な対応に努めました。 

 施設の設備については、八幡市で実施された自動ドア部品取替、猛暑対策としての、電気

室空調機新設工事など市や施工者等との調整を行いました。また、空調関係含む中央監視盤

の更新も実施し、市民・利用者が快適に利用できるよう施設の補修に努めました。 

 主催、共催事業の詳細は別葉のとおりですが、本年度は「桂米朝生誕百周年記念 桂米朝

一門会」「純烈コンサート 2025」「やわたニューイヤーコンサート 2026」を開催しました。

八幡市立生涯学習センターとの共催事業では、伊沢拓司氏を講師に迎えた「特別記念講演会 

楽しいからはじまる学び」また、落語界で注目をされている「桂二葉独演会」も実施いたし

ました。特に「やわたニューイヤーコンサート 2026」は八幡市ゆかりのソリスト３人と八

幡市文化協会による特別合唱団を編成し、八幡市オリジナルのコンサートを開催すること

ができ、終演の際は来場者から涙ぐみながら大きな拍手をしていただける公演となりまし

た。 

また、２１回を数えた「市民ロビーミニコンサート」や有料公演として篠笛コンサートと

クラシックコンサートを「市民ロビースペシャルコンサート」と題し開催しました。小ホー

ルでは「第３２回邦楽のつどい」京阪沿線施設等と連携して新進のクラシック音楽家の発

掘・育成を目的とした「京阪フレッシュアーティストリレーコンサート応援企画」としてピ

アノリサイタル、講習室を活用した「落語入門講座」を実施しました。さくらであい館では、

淀川河川公園管理センターとの共催により「夏休みやわた人形劇場」「背割堤 さくら寄席」

を実施いたしました。 

 加えて、市民文化祭や佐藤康光杯争奪将棋大会など市民文化振興事業については、文化セ

ンター定型業務として位置づけ、事業運営に協力しました。 

 

３．松花堂庭園・美術館 

 

コロナウィルス感染がインフルエンザの感染と同等程度の症状として受けとめられるよ

うになり、人々の関心が薄れつつあります。このような状況のなか、観光バスを利用したツ

アー客の来館・来園も少しずつではありますが、回復してきていると感じています。 

 

それぞれの事業は別葉のとおりですが、事業の実施にあたっては、八幡市政策企画部をは

じめ、八幡市文化協会などと協議して決定しました。 



庭園事業では、「日曜茶席」をはじめとする茶道の取組や、「松花堂書道教室」をはじめと

する書道、「子どもわくわく華道教室」等の華道事業など、日本文化を継承していくための

取り組みを、年間を通して実施することができました。 

一方で、大学と連携して実施していた「七夕茶会」や「学生茶会」については、大学・高

校での校外活動の減少や伝統文化活動の縮小等により開催できませんでした。 

 

美術館では、春季企画展「わたしのすきな赤膚焼 奥田木白とうまし奈良のやきもの」を

開催し、秋には文化庁の国庫補助を受けて、石川県立博物館等の協力のもと特別展「加賀藩

の美術工芸と松花堂昭乗」を開催しました。会期中には、講演会・展覧会のみどころ解説に

加え、お茶会体験や松花堂弁当の盛り付け体験など新たな取り組みも実施し、展覧会の内容

の理解が深まるよう努めました。 

また、松花堂昭乗研究所事業は毎月開講しました。 

 

文化財に指定されている内園書院の災害復旧事業については、文化庁並びに京都府文化

財保護課とともに八幡市文化財課が進める工事に協力し、令和 7 年度には建物全体を覆っ

ていた素屋根が解体され、新しい瓦や土蔵の白漆喰が見られるようになりました。令和８年

度に工事が完成する予定です。 

書院内部の公開等の利用を促進するための整備事業については、照明の配管、衛生機器や

空調機器の検討を進めており、令和 10年度の完成を目指しています。 

令和３年度に完了した草庵松花堂については、公益財団法人古文化保存協会が実施する

「春の京都非公開文化財特別公開」（４月 26日～５月 11日）に参加したほか、秋には一般

社団法人八幡市観光協会が主催する松花堂ウォーク（10 月 25 日、26 日）および文化財一

斉公開（11月 29日、30日）に合わせて限定で公開しました。 

利用者や観光客の拡大・誘客については、京都府観光連盟やお茶の京都 DMO、八幡市観

光協会、石清水八幡宮とともに、近隣組織、施設と連携を深めながら、八幡市や京都南部地

域の観光客集客に向け、今後の営業活動に繋げられるように取り組みました。 

 


